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日本学生支援機構（2017）によると、日本における中国出身の在籍留学生数は107,260人で、全留学生

数の40.2％を占めているという。この現状によって、中国人留学生の日本語学習はかなり重要である。

日本語学習に影響を与える要因は様々であるが、本研究では、日本語学習過程に着目し、在日中国人１名

を対象に、半構造化インタビューを行い、本人の語りから来日前後の学習動機づけ及び学習ストラテジ

ーの実態と特徴を解明することを目的した。具体的には以下の２つの研究課題を明らかにすることにし

た。 

① 来日前後に、学習者の動機づけと学習ストラテジーに変化があるかを解明し、両者の因果関

係を探る。 

② 質的調査により動機づけと学習ストラテジーの変化のプロセスを解明する。 

研究方法は半構造化インタビュー調査で得たデータを、協力者の日本語学習過程を時系列に並べて再

構成し、再構成された日本語学習状況を５つの時期に分類し、TEM図（複線経路・等至性モデル）により

日本語学習状況の経路を示した。その TEM 図より、学習者の学習動機と学習ストラテジーについての内

容を取り出し、各時期における学習者の学習動機を自律性の程度に基づいて分類した。学習ストラテジ

ーは目標言語の学習につながる学習者の具体的な行動を、学習ストラテジーの分類方法により分けた。

その上で、時間軸に沿い、学習動機づけと学習ストラテジーとの関係モデルを構築した。このプロセスで

は、文脈に特に注意しながら学習動機に影響を与える要因を探った。この関係モデルより、来日前後の学

習動機づけと学習ストラテジーの特徴を分析し、比較した。また、このモデルより、関係パターンが見ら

れた。この関係パターンによって、来日前後の学習動機づけと学習ストラテジーの関係性の特徴を分析

し、比較した。 

分析の結果から以下のことが明らかになった。 

第一に、来日前後の学習動機づけと学習ストラテジーに変化があることがわかった。まず、「学習動機

づけ」についてであるが、来日後協力者の動機づけの数は非常に減少した。その中で、内発的動機づけ

は、来日前に様々な種類があったが、来日後に「自信」と「学習テンション」の影響で１つだけになった。

外発的動機づけは、来日前には統合的調整が最も多かったが、同一化的調整も見られた。来日後にはほぼ

同一化調整だけで、統合的調整は１つだけになった。次に、「学習ストラテジー」を見ると、来日後協力

者の学習ストラテジーの数は学習動機づけと同じように減少した。具体的には、間接STは来日前の数が

圧倒的に多かった。その中で、社会的STは最も多かったが、メタ認知STは全くなかった。来日後、間

接STは減少し、特に社会的STが非常に減っていた。ただ、メタ認知STが急に増えた。直接STの中で、

来日後に補償STはなくなったが、記憶STは減少した。認知STの数はほぼ同じだった。 

第二に、動機づけと学習ストラテジーの間に特定の関係パターンが見られることがわかった。来日前

に「動機づけの影響で間接STを使用する」、「外発的動機づけの影響で直接STを使用する」や「間接ST

の影響で動機づけができる」などの動機づけと学習ストラテジーの間の関係パターンがよく見られた。

来日後に、「動機づけの影響で間接STを使用する」と「外発的動機づけの影響で直接STを使用する」の

関係パターンがあった。学習動機づけと学習ストラテジーの因果関係がはっきり見られたと言える。 

第三に、協力者の日本語学習に影響を与えたものが明らかになった。来日前、協力者の日本語学習は周

囲の状況や他者からの影響を受けることが多かった。特に、他者からの影響である。来日後は、「ストレ

ス」、「心身状態」と「教師の教え方」のような要因が最も多く、心理的な影響を受けることが多くなっ

た。また、高校入学後から「教師」に関する要因が継続的に見られ、教師が協力者の日本語学習に深く影

響を与えていたことも分かった。 
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今後の課題は、本研究で扱った協力者の人数は１名だけだったので、他の日本語学習者に自律度が低

い動機づけが多くみられる可能性もあり、その場合には学習動機づけと学習ストラテジーの関係性に異

なる結果が出てくるのではないかと思われる。そのためには、研究対象者の人数を増やし、複数の調査を

行いたい。 

また、回想的半構造化インタビューで協力者は前の日本語学習を回想したが、10年前のことを覚えて

いなかった場合が多かったので、データの密度が均等ではなかった。このことにより日本語学習に影響

を与える要因の分析は足りなかった。この要因は、日本語学習に正負の影響を与えると考えられる。も

し、影響要因の正負を見ながら、学習動機づけと学習ストラテジーを分析すれば、より変化の関係性が見

られると思われる。ゆえに、今後はより多くの中国人日本語学習者を対象に日本語学習過程を継続的に

インタビュー調査し、日本語学習影響要因の正負の調査を行いたい。 
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